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１体育施設の活用事例

【体育施設の活用事例】

・スポーツを「する」人を積極的に呼び込むことで体育施設を活用
○事例 １：エスフォルタアリーナ八王子（東京都八王子市）

○事例 ２：川崎市宮前スポーツセンター（神奈川県川崎市）

○事例 ３：オガールアリーナ〔オガール紫波〕（岩手県紫波郡紫波町）

・スポーツを「みる」人を積極的に呼び込むことで体育施設を活用
○事例 ４：アオーレ長岡（新潟県長岡市）

○事例 ５：おおきにアリーナ舞洲〔舞洲アリーナ〕（大阪府大阪市）

一般利用

大会・興行利用



○事例１：エスフォルタアリーナ八王子（東京都八王子市）

・毎日ほとんどの時間でスタジオプログラムを実施（P3参照）
・多くの教室は、体育館のみの使用料で参加可能。

・子どもから高齢者まで幅広い世代向けの内容を提供。
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１体育施設の活用事例

一般利用

【参考：エスフォルタアリーナ八王子HP】

スタジオプログラムを充実させることにより、スポーツを「す
る」人を積極的に呼び込んでいる。
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１体育施設の活用事例

【参考：エスフォルタアリーナ八王子HP】



○事例２：川崎市宮前スポーツセンター（神奈川県川崎市）

・３ヶ月間プログラム（７～１３回）を提供。

・バレーボールや卓球などの球技スポーツ教室をはじめ、

親子で参加できるスキンシップ体操、成人の健康増進を

目的としたヨガ教室など、多種多様なプログラムを設定。

4

１体育施設の活用事例

一般利用

【参考：宮前スポーツセンターHP】

定期的に通う仕組みづくりにより、オープン後、１０年経過
しても、年々利用者が増加している。
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１体育施設の活用事例

【参考：宮前スポーツセンターHP】



○ 事例３：オガールアリーナ〔オガール紫波〕（岩手県紫波郡紫波町）

・バレーボール選手が重要視する床材、採光、音に注目して設備

を整備。

・バレーボールの練習のほか、日本代表やVリーグの合宿などに
も利用されている。

・アリーナの「施設」をバレーボールコートのみに絞り込むことと、

「主要機能」をオリンピック会場に近いレベルに絞り込んでいる。

・東京オリンピック大会組織委員会は、日本国内における

「オリンピックに向けたトレーニングに適したキャンプ地」

として紹介している。
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１体育施設の活用事例

一般利用

【参考：オガール紫波HP】

「バレーボール専用」の体育館とすることで、全国からバレー
ボール関係者が集まっている。



・オガールアリーナで毎日行われているバレーボールスクール。

・元日本代表選手（綱嶋久子氏）をヘッドコーチに迎え、専門的なコーチングを実施。

（毎週 月・水・木・金・土 に実施）

・2015年より開催、今年２月に４期生が卒業。今年の高総体に出場するアカデミー卒業生は54名で、

そのうちベンチ入りを果たしている選手が20名。（アカデミーFacebookより）
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１体育施設の活用事例

カテゴリー（定員） 練習日 月会費 年会費

幼児（20名） 週1回 土曜日 8:00～9:00 2,000円 3,600円

U9（男女各12名） 週3回 水・木・金曜日 17：00～18:30 4,000円 3,600円

U12（男女各12名） 週3回 水・木・金曜日 17:00～19:00 4,000円 3,600円

U15（男女各15名） 週3回 月・水・金曜日 19:00～21:00 5,000円 3,600円

アウルズ紫波バレーボールアカデミー

【参考：NPO法人アウルズ紫波スポーツアカデミーHP】

アカデミーの位置付け

●岩手県内中学生を中心とした構成とし、岩手県内の中学生の人間力の向上と技術の底上げを図る。
●公益財団法人日本バレーボール協会からのご協力をいただきスタッフを揃える。
●岩手県バレーボール協会との協力関係を構築し、各世代の強化の一環として位置付ける。
●紫波町及び教育委員会との協力関係を構築し、教育の観点からも広く社会へ発信する存在としても位置づける。
●選手の学校生活を第一に考え、主催する立場からも、通学する立場からも、より検討・準備しやすいものとする。
●才能のある選手を集結させ、より高いレベルのトレーニングを施すことで、常に世界を意識させる。
●アカデミー生の進学は、原則岩手県内の強豪高校が望ましいと考えています。



○事例４：アオーレ長岡（新潟県長岡市）

・旧厚生会館跡地を活用した複合施設（市役所本庁舎、市民交流施設）を整備。

・長岡市の総合戦略においても「バスケによるまちづくり」が位置付けられており、

市の施策と連動した施設となっている。

・アリーナでは、スポーツのみならず、講演会・展示会・コンサートなど各種イベ

ントが開催されている。

・アルビレックスBBの社会貢献として、選手による「小学校でのあいさつ運動」や、

選手と一緒に行う「清掃ボランティア活動」のほか、「森林整備活動」も実施。

・地域のバスケットボール技術向

上のために、選手が直接指導を

行うスクールも実施している。

（４歳児から中学校３年まで）
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１体育施設の活用事例

大会・興行利用

【参考：アオーレ長岡HP】

Bリーグの新潟アルビレックスBBのホームアリーナとして活
用されている。
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１体育施設の活用事例

開催日時 観客数 開催日時 観客数

2017-09-30(土) 3,926 2018-02-04(日) 2,838

2017-10-01(日) 3,680 2018-03-03(土) 2,522

2017-11-11(土) 3,001 2018-03-04(日) 3,482

2017-11-12(日) 3,281 2018-03-24(土) 3,195

2017-12-02(土) 4,214 2018-03-25(日) 3,401

2017-12-03(日) 5,002 2018-04-07(土) 2,388

2017-12-29(⾦) 4,325 2018-04-08(日) 2,671

2017-12-30(土) 5,005 2018-04-14(土) 2,716

2018-01-27(土) 2,227 2018-04-15(日) 3,139

2018-01-28(日) 2,772 2018-04-28(土) 3,515

2018-02-03(土) 2,606 2018-04-29(日) 4,335

平均観客数 3,375

最少観客数 2,227

最大観客数 5,005

合 計 74,241

アオーレ長岡開催時観客動員数

【参考：アオーレ長岡HP】

2017-2018シーズン 試合数 60試合

ホーム 30試合
アオーレ長岡 22試合

その他会場 8試合

アウェイ 30試合 －

アルビレックス新潟BB試合会場内訳
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１体育施設の活用事例

○事例５：おおきにアリーナ舞洲〔舞洲アリーナ〕（大阪府大阪市）

・プロ野球の様に練習拠点・試合会場が同じ「球団専用アリーナ」と

なったのは、本施設が日本初。

・メインアリーナは、最新技術を駆使した音響、照明装置、大型映像

システムなど、多様な設備と多彩な機能を有している。

・スポーツや文化、芸術、産業活動などさまざまな分野において、

広く一般にも開放され、その振興や交流の場として活用されている。

・大阪エヴェッサのホームタウン活動として、ホームゲーム開催時に

献血カーを呼び込んだり、ポスター広告での献血協力の呼びかけの

ほか、イベント時には選手自ら献血をしている。

・地域へのバスケット普及活動として、小中学校を訪問し、バスケット

ボールの楽しさを伝える「キャラバン」を実施している。

大会・興行利用

【参考：おおきにアリーナ舞洲（舞洲アリーナ）HP】

Bリーグの大阪エヴェッサのホームアリーナとして活用されて
おり、2015年から定期建物賃貸借（10年）によりヒューマンプ
ランニング（Bリーグ大阪エヴェッサ）が賃借。
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開催日時 観客数 開催日時 観客数

2017-09-30(土) 4,532 2018-02-10(土) 5,591

2017-10-01(日) 4,022 2018-02-11(日) 6,001

2017-10-14(土) 1,797 2018-03-09(⾦) 2,883

2017-10-15(日) 2,071 2018-03-10(土) 2,868

2017-10-28(土) 1,868 2018-03-17(土) 1,926

2017-10-29(日) 2,951 2018-03-18(日) 2,467

2017-11-03(⾦) 2,212 2018-03-31(土) 2,849

2017-11-04(土) 2,152 2018-04-01(日) 3,318

2017-12-16(土) 2,190 2018-04-14(土) 2,458

2017-12-17(日) 3,373 2018-04-15(日) 3,129

2018-01-19(⾦) 1,513 2018-04-28(土) 3,407

2018-01-20(土) 3,354 2018-04-29(日) 5,138

平均観客数 3,086

最少観客数 1,513

最大観客数 6,001

合 計 74,070

エヴェッサ大阪観客動員数

【参考：おおきにアリーナ舞洲（舞洲アリーナ）HP】

エヴェッサ大阪試合会場内訳

2017-2018シーズン 試合数 60試合

ホーム 30試合
府民共済SUPERアリーナ 24試合

その他会場 6試合

アウェイ 30試合 －

2018年8月1日より、施設命名権の変更により「府民共済SUPERアリーナ」から
「おおきにアリーナ舞洲」に変更。


